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論　文　の　内　容　の　要　旨
　カキには良品質の在来品種が数多くある。渋ガキの場合，脱渋処理をする必要があるが，優良渋ガキ品種
には処理後急激に果肉が軟化して，商品性を失うものがある。三重県の在来品種である‘蓮台寺’もその一
例である。本研究は，‘蓮台寺’をはじめとするわが国の代表的な甘渋カキ数品種を用い，カキの軟化現象を
含む成熟機構解明のため，細胞壁分解酵素とエチレン生成との関係，エチレン生成関連酵素活性並びに遺伝
子の発現を中心に検討した。
　渋ガキ品種は幼果期にエチレン発生量が多く，‘蓮台寺’も同様であり，エチレン生成の大部分はヘタに
由来することを見出し，幼果期におけるエチレン発生の制御に重要な役割を果たしていることを示唆した。
果実発育および追熟期間中の果肉からのエチレン生成は，前駆物質 ACC （1-Amino cyclopropane carboxylic 
acid）合成酵素（ACS）並びに酸化酵素（ACO）の活性がエチレンやマロニル化 ACCの増加を伴って上昇
することを明らかにした。この ACCのマロニル化は，カキ果実の果肉組織におけるエチレン生成制御機構
のひとつであることを示した。
　次いで‘蓮台寺’成熟果実をエタノールで脱渋処理後，エチレン作用阻害剤 1-methyl cyclopropene （1-MCP）
処理（20μ1/L）を 24時間行ったところ，脱渋果実の軟化の進みが無処理果実にくらべ 8日間遅延できた。
1-MCP処理によってペクチンメチルエステラーゼ， ガラクトシダーゼ活性が低下した結果，果肉柔組織
の細胞壁分解が抑制されたことを明らかにした。また，エチレン生成には影響がなかったが，ACC含量・
ACS及び ACO活性が抑制されたことから，‘蓮台寺’果実の軟化にはエチレンが深く関わることが推察し
た。そこで，果肉の全 RNAを抽出し，RNase-free DNaselで処理した後に逆転写酵素 Superscript II RTによ
り 1本鎖 cDNAを合成して，その cDNAとそれぞれの遺伝子に特異的なプライマーとを用いて，リアルタ
イム PCR装置にて定量 PCRを行った。その結果，幼果期では DK-ACS1及び DK-ACS2はほとんど発現が
認められず，DK-ACS3が比較的高く発現していたことから，ACS活性は DK-ACS3により制御されている
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ことを示唆した。DK-ACO1と DK-ACO2は量的に差があるものの恒常的に発現していた。一方，追熟に伴
い DK-ACO1，DK-ACO2，DK-ACS1，DK-ACS2が強く発現誘導されていたが，DK-ACS3はほとんど誘導さ
れていなかった。以上のことから，‘蓮台寺’果実では，（1）発育段階により制御される DK-ACS3の発現が
成熟に伴い誘導され，（2）それにより生成されたエチレンが DK-ACS1や DK-ACS2などの自己触媒的エチ
レン生成に関与する遺伝子発現を誘導することにより，追熟が急速に進行することを推察した。脱渋後の
1-MCP処理は，エチレンの作用阻害機構については今後の検討を要するとしても，DK-ACS3の発現を抑制
しておらず，一方，DK-ACS1，DK-ACS2の遺伝子発現を抑制したことから，1-MCP処理の果実軟化抑制機
構は，上述の（2）の段階での制御による自己触媒的エチレン生成の阻害によることを明らかにした。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　申請論文は，不完全渋ガキである‘蓮台寺’果実の脱渋後に発生する軟化の機構とその防止策に関して，
特に細胞壁分解酵素活性とエチレン生成との関係，さらにはエチレン生成遺伝子発現について調査し，果実
成熟と軟化がエチレンによって促進されることを見出した。特にエチレン生成経路の酵素である ACS遺伝
子ファミリーの DK-ACS3の誘導によるエチレン生成，そして DK-ACS1や DK-ACS2などの自己触媒的エチ
レン生成に関与する遺伝子発現を誘導が引き続いて起こり，追熟が急速に進行すること見出した。またエチ
レン作用阻害剤の 1-MCPの果実処理によって軟化が防止できることを明らかにし，DK-ACS1や DK-ACS2
の制御による自己触媒的エチレン生成の阻害によることを明らかにした。
　以上のように本研究で得られた新しい成果・知見は，現在，望まれているカキ果実の軟化防止対策の基礎
的資料として，さらには品質保持技術開発に果たす役割は大きい。
　よって，著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
